	大阪府河川整備審議会　令和７年度第２回治水専門部会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	令和８年１月23日　金曜日　午前10時00分から午前12時00分まで
公益社団法人　國民會館　小ホール

	（大阪市　中村氏）

発言内容

○傍聴者　住之江区の中村と申します。

　非常に素人的なのか、どういう表現。基本認識が足りないかも分からないですが、資料全体的に、これは他の河川部会のときに、水門の各諸元を明記してくれと言っても常に諸元がなしのまま、定性的にこういう対応ができるとか、こういうやり方するという表現が多くて、我々が読んだときに、水位が今どんな条件のときに、どれだけのものを対応されるのかということが分かりにくいので、よろしくお願いしたいと発言したことがあるんですが、今回のこの資料も気温上昇ということなんですけども、今ちょっと、先ほど部会長の方もおっしゃったかも分かりませんが、何年の気温に対して２℃上昇、d2かd4か知りませんけども、そういうモデルで気象状況をシミュレートしたものの答えが出ているので、それに対応するこの治水計画をつくっていきたいというように、少なくとも何年頃の気温が何度で、今これから何年先のものが何度ぐらいになることを前提としたこういうものですよということは、一般人が見ても分かるように。末尾の方で結構ですから、基本資料として、あるいは最低限認識すべき事項というようなことで書いていただけたらと。

　特に、そういうことを言うのは、ここの22ページですかね。２番のところで海面上昇を考慮すると書かれていますけども、これは私、テレビで観ている範囲か知りませんが、その気象の温暖化とあわせてか、どういう表現か、この認識は不足しているか分かりませんが。特に今、両極の氷が非常にたくさん溶けていて、水位が上がっているんだというような記事は載りますので、産業革命時代から今を、ずっと、何年間からなんぼだというんじゃなくて、各気象変動の変更の強さというか、変化量みたいなものが、海面水位なんかのときは特に変わっているんじゃないかと思うので、ここの考慮するというときも、現状なんぼの、何年間の平均の、何年時点の推移を、今後何年後のなんぼを想定した治水計画にしますよというような、今申しました基本認識事項みたいなことを末尾で。別にご説明なくても、我々勉強すればいいわけですから。何かまとめていただいて、この本論を読むときに、この海面上昇というのは１mも上がるんだなとか、40cmしか上がらないんだなとか分かれば、これは今大きく議論されているけど大したことないなとか、いや、これは放っておいたら大事が起きるでというような認識、判断ができるようにしていただけたらありがたいと思いますので、よろしくお願いします。


